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【年通号数】公開・登録公報2015-057
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【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/12     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月4日(2016.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活性炭の形成方法において、
　炭素原料を提供するステップと、
　前記炭素原料を化学的活性化剤と混合して、原料混合物を形成するステップと、
　前記原料混合物をマイクロ波反応槽の中に導入するステップと、
　前記マイクロ波反応槽の中にマイクロ波を導入することによって、マイクロ波エネルギ
ーを用いて前記原料混合物を加熱するステップと、
　前記炭素原料を前記化学的活性化剤と反応させて、活性炭を形成するステップと、
　前記活性炭を冷却するステップと、
を含み、
　前記加熱するステップが、それぞれの処理温度における複数の加熱ステップを含む、
ことを特徴とする活性炭の形成方法。
【請求項２】
　前記炭素原料を提供するステップが、５００～９５０℃の範囲の温度の不活性雰囲気に
おいて炭素質材料を炭化するステップを含む、ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記炭化するステップが、前記炭素質材料を前記マイクロ波反応槽の中に導入するステ
ップと、前記マイクロ波反応槽の中にマイクロ波を導入することによって、マイクロ波エ
ネルギーを用いて前記炭素質材料を加熱するステップとを含む、ことを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記炭素原料が、１００マイクロメートル未満の平均粒子径を有する炭素原料粒子を含
む、ことを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記化学的活性化剤が、Ｈ３ＰＯ４、ＮａＯＨ、Ｎａ２ＣＯ３、ＮａＣｌ、ＭｇＣｌ２

、ＫＯＨ、ＡｌＣｌ３、Ｐ２Ｏ５、Ｋ２ＣＯ３、ＫＣｌおよびＺｎＣｌ２からなる群から
選択される、ことを特徴とする請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　炭素原料対化学的活性化剤の質量比が約１：１０～１０：１の範囲にある、ことを特徴
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とする請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記原料混合物が炭素原料粒子および前記化学的活性化剤の乾燥混合物である、ことを
特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記原料混合物をケーキに成形するステップと、ケーキ化された原料混合物を前記マイ
クロ波反応槽の中に導入するステップとをさらに含む、ことを特徴とする請求項１～７の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ケーキが、前記マイクロ波の波長の整数倍に等しい長さ寸法を有する、ことを特徴
とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記原料混合物が、前記マイクロ波反応槽の中に導入される坩堝の中に装入される、こ
とを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
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